
自主学習のすすめ<小学校 外国語活動・外国語科(例)> 
 

アルファベットの音や文字、数の英語の言い方に慣れ親しむ家庭学習 

  

＜活動例＞ 

１ アルファベットを声に出して言ってみよう ※家族と競おう！ 

（1）準備物 ストップウォッチ または 時計、記録用紙 

（2）活動の流れ 

・アルファベットの順（Ａ～Ｚの順）に発音する。 

・上手に言えるようになったら、家族に聞いてもらう。 

   ・速く言えるようになったら、何秒で言えるかタイムを記録する。 

・家族と競争する。 

※インターネットで「ＡＢＣの歌」を検索すると、いろいろなバージョンの歌をきくことがで

きる。 

 

２ 「マッチングゲーム」をしよう ※家族ともできるよ！ 

（1）準備物 厚めの白い紙(画用紙でもよい)、はさみ、マジック 

（2）活動の流れ 

・厚めの白い紙（画用紙等）をトランプ程度の大きさに切ったカードを

52枚用意する。 

・アルファベット（Ａ～Ｚ）を２文字ずつ書く。 

・アルファベットの文字の面を裏にしてよく混ぜ、カードを２枚めくる。 

・同じアルファベットが出たら、カードを取る。 

※アルファベットの大文字と小文字のカードを作って、組み合わせる 

 ゲームもできる。 

 

３  「“Ｚ”を言ったら負けゲーム」をしよう（２～３人）※家族とできるといいね！ 

（1）準備物 なし 

（2）活動の流れ 

  ・じゃんけんをし、勝った人からアルファベット（Ａ～Ｚ）を順に言う。 

・１回３文字まで言える。 

・最後に“Ｚ”と言った人が負けとなる。 

 

４ 数を英語で言ってみよう ※家族に聞いてもらおう！ 

（1）準備物 トランプ 

（2）活動の流れ 

・カードを裏にして、よく混ぜる。 

・偶然に出た数を英語で言う。 

※11～13の数を英語で言うのが難しい場合は、「11→Ｊ」「12→Q」 

「13→Ｋ」と言いかえてもよい。 

【カード作成例】 



５ 「ドボンゲーム」をしよう（２人以上）※家族ともできるよ！ 

   （1）準備物 トランプ 

（2）活動の流れ 

・ドボンカードを決める。 

※例えば、ジョーカー（２枚）と「13」（４枚）の計６枚をドボンカードとする。 

・６枚のドボンカードを加えてカードをよく混ぜ、裏にして重ねて置く。 

・じゃんけんで勝った人から１枚ずつカードをめくり、出た数字を英語で言う。言えたら、そ

のカードを表にして置く。 

・交替でカードをめくり、英語で数字を言った後にカードを重ねていく。 

・ドボンカードが出たら、出された全カードの数字を英語で言う。 

 

６ 「ダウトゲーム」をしよう（３人以上）※家族ともできるよ！ 

   （1）準備物 トランプ 

  （2）活動の流れ 

    ・カードを裏にして、同じ数ずつ配る。 

・じゃんけんで勝った人から“One”と言いながら、「１」の 

カードを裏にして前に出す。 

・次の人は“Two”と言いながら、「２」のカードを裏にして出す。これを３、４、５、６…と

繰り返す。 

※出すべきカードを持っていない場合は、違うカードを出してもよい。 

※ジョーカーは、いつでも出せるラッキーなカードである。 

・出されたカードが「正しくない」と思ったら、カードを出した相手に「ダウト！」と言う。

相手が正しくカードを出していたら、「ダウト！」と言った人がカードを全部もらう。逆に、

相手が正しくカードを出していない場合は、相手がカードを全部もらう。 

・手持ちのカードが先になくなった人が勝ちとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Three！ 

ＮＨＫのＥテレやラジオの英語番組を活用しよう！ 

 

（1）基礎英語０～世界エイゴミッション～ 

【放送】毎週土曜日 午後６：50～７：00 

※再放送 木曜日 午前 10：05～10：15 

※ホームページで過去の放送分を見ることができる。 

【内容】 世界の謎を調査する国際機関の研修生が、ボスから与えられる英語のミッショ

ンをクリアしていくストーリーを通して、英語表現に慣れ親しむ番組。 

（2）ラジオ基礎英語０（ラジオ第２放送） 

【放送】毎週月曜日・火曜日・木曜日 午後６：35～６：45 

※再放送 水曜日・金曜日 午後６：35～６：45 

土曜日 午後２：10～２：40(３回分) 

日曜日 午前８：00～８：30(３回分) 

【内容】 新学習指導要領に対応した小学校高学年向けの英語講座。簡単な英語表現を聞

きとったり、基本的な語句で自分の名前や気持ちを伝えたりする。  


